
PRESSPRESSPRESSPRESS    RELEASERELEASERELEASERELEASE     

人と医療のあいだに・・・ 

 

1 / 2 

２０１３年 ６月 ２７日 

 

各  位 

株式会社ジェイ･エム･エス 

代表取締役社長 奥窪 宏章 

（コード番号 ７７０２ 東証第１部） 

 

 

 

    医 療 用 弾 性医 療 用 弾 性医 療 用 弾 性医 療 用 弾 性 ストッキングストッキングストッキングストッキング    「「「「レッグサイエンスレッグサイエンスレッグサイエンスレッグサイエンス舞舞舞舞 」」」」    販 売 開 始販 売 開 始販 売 開 始販 売 開 始         

～下肢静脈瘤などの症状の軽減・予防をサポート～ 

 

 

 

株式会社ジェイ･エム･エス（本社：広島県広島市、代表取締役社長 奥窪宏章、以下 「ジェイ･エム･エス」）は、

下肢静脈瘤（かしじょうみゃくりゅう）などの症状の軽減・予防に使用される医療用弾性ストッキング 「レッグサイエ

ンス舞」を全国の病院、調剤薬局など医療機関向けに 7 月 1 日から販売開始します。 

 

静脈瘤とは、逆流した血液が静脈内に溜まり「瘤（コブ）」のように膨らむ症状で、からだのなかでも特に低い位

置にある足（下肢）に現れる瘤が下肢静脈瘤と呼ばれます。 

 

静脈は血液の逆流を防ぐための弁を備えており、例えば足を動かすと、その筋肉の伸縮が静脈を圧迫しポンプ

のように作用して血液を心臓へ向かって一方向へ送り出します。しかし、立ったままや座ったままなど筋肉をあま

り動かさない状態が長時間続くと、血液が適切に送り出されず静脈内に溜まり弁に負担を掛け、その機能を低下

させます。 

 

この下肢静脈瘤の療法に「圧迫療法」があります。足を外部から全体的に適度に圧迫し静脈の拡張を抑えるこ

とで血液の溜まりを減らし血流の改善を促すものです。弾性ストッキングは、足への圧力が通常のストッキングに

比べて高く掛かるように作られており、医師の診断のもと患者さんのからだに合ったサイズを選択し正しく着用す

ることで、下肢静脈瘤などの症状の軽減・予防の効果が期待されています。 

 

 

 

 

レッグサイエンスレッグサイエンスレッグサイエンスレッグサイエンス     

     

【【【【特徴特徴特徴特徴】】】】    

肌肌肌肌へのへのへのへのこだわりこだわりこだわりこだわり：：：：    

グンゼ社独自の吸放湿特性に優れたナイロン糸を使用しており、  

蒸れにくく、柔らかい肌触りです。 

 

良好良好良好良好ななななフィットフィットフィットフィット感感感感：：：： 

日本人の体型を分析し、足首・ふくらはぎ周長、膝下長など、 

より多くの日本人の体型をカバーしています。 

 

耐久性耐久性耐久性耐久性のののの向上向上向上向上：：：：    

洗濯機洗い（ネット使用）が可能な生地設計、かかと部の補強で

耐久性アップ。 
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 ジェイ･エム･エスは、下肢静脈瘤の療法に必要な医療機器のラインナップを拡充し、また患者さんや医療従事

者の皆さんのニーズに幅広くお応えすることで、これからも引き続き、人と医療に貢献してまいります。 

    

 

【参考情報】 

■商品情報 

商品タイプ ハイソックス 

色 ピュアベージュ／ブラック 

サイズ ３タイプ （ S ・ M ・ L ） 

足首部圧迫圧 27-40hPa/20-30mmHg 

つま先 

 

 

 

 

 

 

 

 

つま先あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

つま先なし 

    

販売名： レッグサイエンス舞 

製造販売元： グンゼ株式会社 （京都府綾部市） 

医療機器届出番号： 26B1X00010000027 

標準販売価格： 3,600 円（税抜） 

 

 

 

■その他、下肢静脈瘤治療デバイス 

≪内翻式静脈ストリッパー≫ 

下肢静脈瘤ができた静脈を取り除くストリッピング手術に使用する 

医療機器です。 

 

 

 

 

■販売計画 

販売開始時期 ： ２０１３年 ７月 1 日 

販売目標 ： ５億円 （発売後３年間合計の当社販売目標） 

 

 

 

～ お問い合わせ先 ～ 

 

製品の詳細について：  第三営業部    TEL 03-6404-0603 / FAX 03- 6404-0613 

当リリースについて：   経営企画部    TEL 082-243-9059 / FAX 082-243-5924 

 

 

本リリースに掲載されている将来予測は、現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、社会情勢の大きな変化などさまざま

な潜在的リスクや不確実性が含まれております。当情報につきましては発行日時点のものであり将来的に変更される可能性のあることを

ご承知おき下さい。 

 


